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評

　
　
　
　
　
　

谷

　

川

　

道

　

雄

　

著

昭
和
四
六
年
十
月

　

東
京

　

筑
摩
書
房

Ａ
５
荊

　

三
六
四
頁

　

第
旦
早

　

五
胡
十
六
國
史
上
に
お
け
る
符
堅
の
位
置

　
　

一
。
問
題
の
所
在

　
　

二

　

前
秦
國
家
の
健
全
性

　
　

三

　

鮮
卑
優
待
の
精
紳

　
　

四

　

統
一
事
業
と
徳
治
主
義

　
　

五

　

前
秦
帝
糧
の
構
造
的
矛
盾

第
Ｕ
編

　

北
魏
統
一
帝
國
の
支
配
構
造
と
貴
族
制
吐
會

　

第
１
章

　

北
魏
の
統
一
過
程
と
そ
の
構
造

　
　

一

　

部
落
連
合
か
ら
部
落
解
散
へ

　
　

二

　

華
北
の
統
一
と
州
鎮
制

　
　

三

　

北
魏
國
家
の
諸
段
階
と
漢
人
貴
族

　
　

四

　

門
閥
主
義
諸
政
策
の
推
行

　

第
２
章

　

北
魏
官
界
に
お
け
る
門
閥
主
義
と
賢
才
主
義

　
　
　

一

　

序
言

　
　

二

　

孝
文
朝
に
お
け
る
二
つ
の
立
場

　
　

三

　

北
魏
末
期
の
門
閥
主
義

　
　

四

　

結
語

　

第
３
章

　

北
魏
末
の
内
乱
と
城
民

　
　
　

一

　

内
乱
に
お
け
る
諸
勢
力

　
　

二

　

城
民
と
い
う
概
念
に
つ
い
て

　
　

三

　

北
魏
の
軍
事
翻
制
と
城
民

　
　

四

　

内
乱
の
意
義
に
つ
い
て

第
ｍ
編

　

北
朝
後
期
に
お
け
る
新
著
貴
族
制
の
抗
孚

　

第
１
章

　

北
朝
後
期
の
郷
兵
集
團

　
　
　

一

　

序
言
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隋
唐
帝
國
形
成
史
論

　

本
書
の
内
容
を
一
覧
す
る
に
便
利
な
よ
う
に
最
初
に
そ
の
目
次
を
掲
げ
る
。

序
説

　
　

隋
唐
帝
國
の
本
源
に
つ
い
て
Ｉ
中
國
中
世
の
國
家
と
共
同
盟

第
１
編

　

古
代
世
界
帝
國
の
崩
壊
と
五
胡
諸
國
家
の
興
立

　

序
章

　

第
１
章

　

南
匈
奴
の
自
立
お
よ
び
そ
の
國
家

　
　
　

一

　

劉
淵
の
自
立
の
史
的
背
景
（
「
晋
馬
無
道
、
奴
隷
御
我
」
の
解
憚
、

　
　
　
　

南
軍
于
の
権
威
失
墜
と
そ
の
回
復
過
程
）

　

二

　

前
趙
・
後
趙
政
権
の
史
的
構
造
（
問
題
考
察
の
硯
鮎
に
つ
い
て
、
前

　
　
　

趙
・
後
趙
國
家
に
お
け
る
匈
奴
的
世
界
、
皇
帝
権
の
二
つ
の
方
向
）

第
２
章

　

慕
容
國
家
に
お
け
る
君
権
と
部
族
制

　

一

　

慕
容
燕
略
史
（
鮮
卑
族
の
興
起
、
慕
容
國
家
の
胎
動
、
慕
容
原
の
建

　

・

　

國
、
慕
容
就
の
遼
東
・
遼
西
制
覇
、
慕
容
侑
の
帝
國
建
設
、
慕
容
障

　
　
　

と
前
燕
の
滅
亡
・
後
燕
の
再
興
・
後
燕
の
瓦
解
）

　

二

　

慕
容
燕
に
お
け
る
皇
帝
権
の
特
質

　

三

　

軍
事
裁
制
を
め
ぐ
る
諸
問
題

｜
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二

　

郷
兵
結
集
の
諸
例

　

三

　

郷
兵
集
團
の
構
造

　

四

　

郷
兵
集
團
と
門
閥
註
會
の
愛
質

第
’
２
章

　

北
斉
政
治
史
と
漢
人
貴
族

　
　

一

　

序
言

　

二

　

高
氏
政
権
の
成
立
と
展
開
（
高
獄
の
制
覇
の
諸
契
機
、
東
魏
政
権
の

　
　
　

成
立
と
内
部
抗
孚
、
魏
斉
革
命
の
内
情
、
文
宣
朝
の
勣
貴
抑
堅
、
孝

　
　
　

昭
帝
の
復
古
政
治
、
武
成
帝
と
恩
倖
、
後
主
朝
の
窯
季
、
北
斉
の
滅

　
　
　

亡
）

　

三

　

漢
人
貴
族
の
政
治
的
現
冑
（
北
斉
政
治
の
推
進
者
、
い
わ
ゆ
る
勒
貴

　
　
　

に
つ
い
て
、
漢
人
貴
族
中
の
新
傾
向
）

第
３
章

　

五
胡
十
六
國
・
北
周
に
お
け
る
天
王
の
蒔
胱

　
　

一

　

秦
漢
以
後
の
王
胱
と
皇
帝
権

　

二

　

五
胡
諸
國
家
に
お
け
る
天
王
貌
の
諸
例

　

三

　

天
王
胱
と
封
建
的
政
治
優
制

　

四

　

西
魏
＝
北
周
の
周
確
主
義
と
天
王
胱

第
４
章

　

周
末
・
隋
初
の
政
界
と
新
薔
貴
族

　

一

　

周
隋
革
命
と
門
閥
官
僚

　

二

　

高
岡
と
隋
の
政
界
（
は
じ
め
に
、
開
皇
の
治
を
代
表
す
る
官
僚
グ
ル

　
　
　

ー
プ
、
高
順
の
新
貴
族
的
性
格
、
高
岡
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
新
官
人

　
　
　

像
、
高
順
の
至
公
の
立
場
）

あ
と
が
き

関
係
地
圖
（
五
胡
十
六
國
要
圖
・
北
魏
要
圖
）

こ
の
緊
密
に
一
貫
し
た
構
成
を
と
る
著
作
は
、
賓
は
谷
川
道
雄
氏
が
昭
和
三

十
年
代
か
ら
四
四
年
頃
に
か
け
名
古
屋
大
學
文
學
部
研
究
論
集
を
は
じ
め
史
林

・
東
洋
史
研
究
等
々
に
登
表
さ
れ
た
十
二
篇
の
論
文
を
骨
子
と
し
て
ま
と
め
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
の
表
現
に
よ
る
と
書
名
を
「
た
と
え
ば
五
胡
北
朝
政

治
史
と
で
も
す
る
方
が
適
富
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
」
の
に
「
あ
え
て
そ
う

し
な
か
っ
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
を
推
進
し
て
き
た
わ
た
く
し
自
身
の
學
問

開
心
の
あ
り
方
が
強
く
自
党
さ
れ
る
た
め
」
に
外
な
ら
な
い
。
唐
代
史
を
對
象

に
研
究
生
活
に
入
っ
た
著
者
は
、
國
家
権
力
と
民
衆
と
の
對
抗
開
係
を
基
軸
に

据
え
、
内
気
に
集
約
さ
れ
る
民
衆
の
動
向
に
印
し
て
總
合
的
な
政
治
史
の
把
握

を
め
ざ
し
、
武
后
時
代
（
「
武
后
期
末
年
よ
り
玄
宗
朝
初
年
に
い
た
る
政
争
に
つ

い
て
・
」
東
洋
史
研
究
第
一
四
巻
四
胱
）
・
安
史
の
気
の
時
期
「
フ
安
史
の
乱
’

の
性
格
に
つ
い
て
・
」
名
大
文
學
部
論
集
八
）
・
中
唐
藩
鋼
時
代
（
「
唐
代
の
職
田

制
と
そ
の
克
服
」
東
洋
史
研
究
第
二
一
巻
五
胱
）
・
唐
末
の
叛
乱
期
（
「
詣
勣
の

乱
に
つ
い
て
」
名
大
文
學
部
論
集
一
一
、
「
４
　
國
古
代
末
期
の
農
民
闘
孚
」
歴
研

大
會
報
告
「
歴
史
と
現
代
」
所
収
）
と
各
時
期
に
わ
た
り
新
鮮
な
諸
論
文
を
次

々
と
學
界
に
忌
ら
れ
て
き
た
。
戦
後
の
わ
が
東
洋
史
學
界
に
お
け
る
古
代
國
家

論
の
展
開
の
中
で
、
隋
唐
帝
國
の
特
質
が
寄
生
官
僚
論
・
律
令
國
家
論
と
し
て

　

「
き
わ
め
て
良
人
間
的
に
、
軍
な
る
民
衆
支
配
の
政
策
と
し
て
の
み
理
解
さ
れ

る
傾
向
」
に
對
し
著
者
は
強
い
反
登
を
愛
え
、
歴
史
の
主
僣
と
な
る
人
間
存
在

の
復
槽
を
め
ざ
し
て
精
力
的
に
研
究
に
と
り
く
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
隋
唐
の

統
一
性
を
支
え
た
も
の
こ
そ
「
。
自
由
民
‘

　

の
廣
汎
な
存
在
と
そ
の
盤
制
化
で

は
な
か
っ
た
か
」
と
著
者
は
考
え
る
。
そ
し
て
か
か
る
。
自
由
民
’
國
家
の
形

成
過
程
を
論
理
的
に
あ
と
づ
け
る
べ
く
時
間
的
遡
及
を
行
な
い
、
同
時
に
隋
唐

帝
國
に
比
べ
て
よ
り
原
生
的
段
階
に
お
け
る
國
家
と
民
衆
の
関
わ
り
方
を
つ
か

み
と
ろ
う
と
努
め
ら
れ
た
成
果
が
す
な
わ
ち
本
書
で
あ
る
。

　

か
か
る
蜀
題
関
心
か
ら
ま
ず
著
者
忙
よ
っ
て
取
上
げ
ら
れ
た
の
が
、
北
魏
末

-
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の
北
饌
の
反
乱
と
そ
こ
で
浮
か
び
上
っ
た
城
民
の
存
在
で
あ
っ
た
。
従
来
孝
文

　
　

帝
の
漢
化
政
策
に
對
す
る
セ
ソ
ピ
の
反
動
と
し
て
扱
わ
れ
、
軍
制
史
の
立
場

　
　

か
ら
研
究
さ
れ
た
に
と
ど
ま
る
こ
の
動
乱
を
、
隋
唐
帝
國
形
成
の
前
提
と
な
る

　
　

契
機
と
し
て
注
目
し
た
の
は
著
者
濁
自
の
面
目
を
翌
揮
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ

　
　

の
展
開
に
な
る
本
書
の
構
想
は
ま
こ
と
に
ユ
ニ
ー
ク
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　

や
が
て
五
胡
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
他
方
隋
代
ま
で
推
移
を
た
ど
っ
て
、
政

　
　

治
史
の
一
貫
し
た
歴
史
像
が
こ
こ
に
描
き
出
さ
れ
た
。
本
書
の
要
約
と
い
っ
て

　
　

よ
い
通
史
的
叙
述
が
さ
い
わ
い
著
者
の
手
で
登
表
さ
れ
て
お
り
（
「
拓
践
國
家

　
　

の
展
開
と
貴
族
制
の
再
編
」
岩
波
講
座
世
界
歴
史
５
）
、
廣
範
園
に
讃
ま
れ
て

　
　

い
る
の
は
、
こ
の
方
面
の
政
治
過
程
の
概
述
に
見
る
べ
き
も
の
が
少
な
か
っ
た

　
　

だ
け
に
喜
こ
ば
し
い
。
以
下
本
書
の
内
容
を
紹
介
す
る
に
あ
た
り
、
精
選
さ
れ

　
　

た
用
語
で
‘
こ
ア
ン
ス
の
豊
富
な
著
者
の
議
論
を
い
く
ら
か
で
も
傅
え
る
こ
と

　
　

は
容
易
で
な
い
の
で
、
本
書
の
論
旨
を
知
ろ
う
と
さ
れ
る
方
は
著
者
の
右
の
文

　
　

に
目
を
通
さ
れ
る
よ
う
願
っ
て
お
く
。

　
　
　

北
鋼
の
乱
を
起
鮎
に
北
族
と
中
國
の
か
か
お
り
を
追
求
し
て
ゆ
く
と
、
ま
ず

　
　

四
世
紀
初
の
五
胡
時
代
の
登
端
が
本
論
の
は
じ
ま
り
と
な
る
。
後
漢
以
来
、

　
　

氏
・
禿
雨
族
や
渇
・
南
匈
奴
人
が
漢
人
の
官
吏
・
豪
民
に
こ
き
使
わ
れ
侮
蔑
さ

　
　

れ
、
石
勒
の
前
半
生
の
例
の
如
く
飢
饉
に
際
し
他
人
の
奴
隷
に
身
を
責
る
外
な

　
　

い
悲
境
に
陥
っ
て
い
た
。
南
匈
奴
の
劉
宣
が
一
族
の
淵
に
決
起
を
促
し
た
時
の

　
　

言
「
晋
は
無
道
を
焉
し
、
奴
隷
の
ご
と
く
我
を
御
す
。
」
（
著
者
は
内
田
吟
風
・

　
　

唐
長
儒
氏
の
漬
み
を
訂
し
、
奴
隷
を
賞
値
と
し
て
で
な
く
比
喩
と
解
す
）
と
訴

　
　

え
る
現
賢
が
あ
っ
た
。
匈
奴
族
が
種
族
と
し
て
の
自
立
性
を
喪
失
せ
し
め
ら

　
　

れ
、
全
穀
が
「
奴
隷
」
化
さ
れ
、
匈
奴
貴
族
の
特
権
喪
失
、
匈
奴
民
衆
の
奴
婢
・

　
　

田
客
化
と
い
う
苦
境
か
ら
立
上
る
べ
く
、
匈
奴
族
の
自
主
性
回
復
の
理
念
に
も

一
一
一

　

え
た
行
動
が
起
さ
れ
た
の
だ
。
劉
聴
の
整
備
し
た
官
制
（
3
1
4
）
に
お
い
て
、
大

軍
于
耽
左
右
輔
を
配
下
に
六
夷
合
計
二
〇
萬
落
を
統
率
し
、
左
右
司
隷
が
各
二

〇
萬
戸
の
漢
人
を
支
配
す
る
の
と
併
置
さ
れ
、
ま
た
王
が
自
身
大
軍
手
を
か

ね
、
帝
位
に
上
る
と
皇
帝
に
次
ぐ
地
位
の
者
が
大
軍
手
と
な
っ
た
如
く
、
胡
漢

の
二
重
僣
制
が
顕
著
な
こ
と
も
そ
の
王
朝
の
基
本
的
志
向
の
あ
ら
わ
れ
で
あ

る
。
そ
し
て
南
匈
奴
・
掲
族
の
諸
王
朝
で
は
宗
室
諸
王
が
兵
権
を
分
有
し
て
い

た
焉
、
帝
権
は
甚
だ
不
安
定
を
冤
か
れ
ず
陰
謀
と
殺
戮
の
血
な
ま
ぐ
さ
い
歴
史

を
く
り
返
し
た
。
前
・
後
趙
で
は
皇
帝
権
強
化
の
努
力
が
後
宮
の
披
張
や
宦
官

・
外
戚
勢
力
の
増
大
と
政
治
介
入
を
も
た
ら
す
に
至
っ
た
。
そ
れ
に
強
く
抵
抗

し
た
陳
元
達
ら
は
自
殺
に
追
い
や
ら
れ
、
胡
’
漢
を
通
じ
て
正
論
を
も
っ
て
極

諌
し
節
に
殉
じ
た
士
は
少
な
く
な
い
。
帝
権
の
公
共
性
を
擁
護
し
よ
う
と
す
る

か
れ
ら
の
志
向
が
、
政
権
を
私
的
利
槽
と
す
る
宦
官
ら
に
墾
倒
さ
れ
た
篤
、
王

朝
は
破
滅
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　

匈
奴
系
の
諸
朝
に
比
し
セ
ン
ピ
慕
容
部
の
諸
朝
は
漢
化
が
一
段
進
む
。
慕
容

部
は
征
服
戦
の
過
程
で
被
征
服
部
族
を
強
制
的
に
國
都
附
近
に
移
住
さ
せ
る
徒

民
政
策
に
よ
り
國
礎
を
培
か
っ
た
（
こ
の
方
策
は
北
魏
前
期
に
典
型
的
に
展
開

さ
れ
る
）
。
燕
帝
國
に
な
っ
て
か
ら
は
大
軍
手
の
穏
胱
を
や
め
、
全
く
漢
式
の

官
僚
機
構
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
る
。
幼
帝
を
補
佐
す
る
同
族
の
責
力
者
に
太

宰
・
大
司
馬
・
録
尚
書
・
行
周
公
事
が
加
え
ら
れ
た
が
、
最
高
軍
事
指
揮
権
を

握
る
大
司
馬
が
最
も
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
た
。
慕
容
國
家
で
は
勇
将
的
資

質
と
漢
文
化
尊
重
が
併
存
し
、
中
國
的
官
制
の
整
備
と
王
・
皇
帝
を
最
高
司
令

官
と
す
る
慕
容
部
戦
闘
共
同
値
の
残
存
が
、
注
目
す
べ
き
特
性
を
な
す
。
君
主

趨
承
権
者
が
な
お
複
数
で
あ
っ
た
ら
し
く
見
え
る
の
も
部
族
制
度
の
遺
制
が
皇

帝
権
に
介
入
し
て
い
た
結
果
と
解
さ
れ
よ
う
。
慕
容
國
家
で
は
各
地
に
駐
屯
す

る
軍
管
が
、
州
郡
麻
と
は
狸
立
に
戦
闘
員
・
文
武
官
吏
・
商
工
業
者
・
農
民
等

を
包
括
す
る
自
治
健
を
な
し
（
軍
封
）
、
こ
れ
を
率
い
る
慕
容
部
成
員
が
帝
福
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0
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に
對
し
一
種
の
不
入
権
（
イ
ン
ム
ニ
テ
ー
ト
）
を
も
っ
て
い
た
の
で
は
な
い

　
　

か
。
郡
肩
支
配
が
十
分
に
貫
徹
し
え
ぬ
状
況
下
に
、
軍
隊
が
諸
種
の
用
に
供
す

　
　

る
管
戸
を
直
接
掌
握
す
る
値
制
が
作
ら
れ
、
雨
者
が
相
互
補
完
的
に
國
家
を
支

　
　

え
た
の
で
あ
る
。
慕
容
燕
朝
も
末
期
に
は
可
足
渾
太
后
お
よ
び
慕
容
評
を
頂
鮎

　
　

と
す
る
収
賄
政
治
や
、
他
方
で
将
軍
た
ち
に
よ
る
管
戸
の
私
物
化
が
進
行
し
、

　
　

崩
壊
を
迎
え
た
。

　
　
　

次
に
氏
族
の
前
秦
は
五
胡
政
槽
中
最
強
で
ほ
と
ん
ど
華
北
の
統
一
を
と
げ
た

　
　

か
に
見
え
、
王
猛
以
下
の
官
僚
に
リ
ー
ド
さ
れ
帝
権
狗
裁
化
へ
の
指
向
が
穎
著

　
　

で
あ
っ
た
。
前
・
後
趙
の
前
燕
で
は
血
縁
の
枠
に
し
ば
ら
れ
た
種
族
主
義
の
存

　
　

在
が
、
皇
帝
揚
の
私
物
化
を
防
ぎ
得
な
か
っ
た
根
本
原
因
で
あ
っ
た
が
、
前
秦

　
　

の
符
堅
は
自
ら
こ
の
枠
を
超
え
中
國
的
な
徳
治
主
義
の
立
場
に
立
ち
帝
権
の
公

　
　

共
性
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
。
か
れ
の
徹
底
し
た
道
徳
主
義
、
精
紳
的
態
度
は

　
　

天
下
統
一
へ
の
志
向
の
強
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
現
賞
に
は
種
族
と
い
う

　
　

仕
會
結
合
原
理
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
ず
挫
折
し
た
。
す
な
わ
ち
セ
ソ
ピ
族
の

　
　

優
遇
が
破
綻
を
も
た
ら
し
、
況
水
の
一
戦
に
敗
れ
て
以
後
途
に
滅
亡
を
除
儀
な

　
　

く
さ
れ
る
。

　
　
　

著
者
は
五
胡
政
権
を
通
じ
て
「
宗
室
軍
事
封
建
制
」
と
恚
呼
べ
る
よ
う
な
、

　
　

槽
力
中
福
が
血
縁
の
枠
に
し
ば
ら
れ
た
性
格
を
一
貫
し
て
認
め
る
と
と
も
に
、

　
　

君
主
が
し
ば
し
ば
皇
帝
の
代
り
に
天
王
の
蒔
胱
を
用
い
た
の
も
封
建
的
割
撞
の

　
　

反
映
と
解
し
、
他
方
で
例
え
ば
慕
容
部
成
員
と
管
戸
・
州
郡
民
三
者
の
開
係

　
　

を
、
漢
人
豪
族
吐
會
に
お
け
る
宗
族
と
部
曲
・
郷
人
三
者
の
あ
り
方
と
對
比

　
　

し
、
雨
者
の
構
造
に
一
定
の
共
通
性
を
見
出
す
硯
角
を
も
用
意
す
る
。
本
書
を

　
　

通
し
て
自
由
の
回
復
を
求
め
る
北
族
の
主
僣
的
動
き
を
基
軸
に
、
趙
↓
燕
↓
秦

　
　

と
段
階
的
に
政
権
の
構
造
に
方
向
性
を
も
っ
た
進
化
が
み
ら
れ
、
國
家
が
公
共

　
　

性
を
強
め
て
ゆ
く
と
い
う
構
想
が
讃
み
と
れ
る
。

　

次
に
セ
ソ
ピ
拓
蹟
部
の
北
魏
に
つ
い
て
そ
の
華
北
統
一
過
程
か
概
観
さ
れ

る
。
従
来
の
五
胡
政
権
と
大
い
に
異
な
る
の
は
、
ま
ず
部
落
を
解
散
し
、
諸
部

落
を
一
定
地
域
に
定
住
せ
し
め
遷
徒
を
許
さ
ず
部
落
民
を
國
家
の
直
接
支
配
下

に
お
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
賞
施
時
期
は
魏
書
所
傅
の
登
國
元
年
（
3
8
6
）
で

は
な
く
道
武
帝
の
後
燕
不
定
と
併
行
し
て
い
よ
う
が
（
3
9
6
？
８
）
、
賓
態
は
な

お
明
ら
か
で
な
い
鮎
が
多
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
四
世
紀
末
道
武
帝
は
不
城

　

（
代
）
に
定
都
し
、
後
燕
慕
容
氏
の
菖
地
山
東
か
ら
民
吏
・
諸
夷
・
百
工
伎
巧

等
敷
十
萬
を
都
に
徒
し
國
礎
を
固
め
、
畿
内
・
畿
外
を
定
め
畿
外
に
北
族
を
對

象
と
す
る
特
別
行
政
匯
八
國
（
八
部
）
を
設
け
八
部
大
夫
に
管
理
さ
せ
た
。
し

か
し
こ
の
二
重
値
制
は
漸
次
縮
少
さ
れ
、
八
部
は
明
元
帝
の
時
六
部
に
、
さ
ら

に
太
武
帝
の
時
四
部
と
な
り
や
が
て
消
滅
し
州
銀
の
一
元
的
但
制
に
移
行
し

た
。
太
武
帝
は
オ
ル
ド
ス
の
夏
（
4
2
7
）
、
遼
西
の
北
燕
（
4
3
6
）
、
河
西
の
北
涼

　

（
4
3
9
）
を
相
つ
い
で
滅
ぼ
し
華
北
の
統
一
を
ほ
ぼ
賞
現
し
、
征
服
地
か
ら
は
大

規
模
な
徒
民
を
行
な
っ
て
代
都
お
よ
び
そ
の
ま
わ
り
の
畿
内
の
充
寅
を
は
か
っ

た
。
五
世
紀
中
葉
献
文
帝
が
山
東
方
面
を
不
定
し
、
青
両
の
士
望
叡
百
家
を
桑

乾
河
畔
に
徒
し
不
両
郡
を
立
て
た
（
損
）
の
が
、
か
か
る
徒
民
の
最
終
例
と
な

っ
た
。
後
燕
の
領
域
で
あ
っ
た
河
北
か
ら
徒
さ
れ
た
豪
族
は
多
く
前
職
よ
り
い

く
ら
か
低
い
官
に
登
用
さ
れ
る
通
例
で
あ
り
、
そ
の
後
夏
や
北
涼
の
遺
臣
は

経
史
に
通
じ
文
才
の
あ
る
者
が
崔
浩
ら
の
推
薦
に
よ
り
登
用
さ
れ
た
に
と
ど
ま

り
、
概
し
て
好
遇
さ
れ
な
か
っ
た
。
北
魏
は
上
・
次
・
下
三
段
階
の
客
膿
に
よ

り
か
れ
ら
を
遇
し
、
上
客
に
は
田
宅
・
奴
婢
な
ど
を
支
給
し
た
。
戯
文
帝
の
山

東
徒
民
も
、
上
客
は
代
都
で
任
官
し
た
が
次
客
以
下
は
不
両
郡
民
と
し
て
桑
乾

河
方
面
に
移
住
さ
せ
ら
れ
た
も
の
ら
し
い
。
不
両
郡
民
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
荷

役
や
耕
作
従
事
者
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
す
隷
属
民
的
身
分
の
者
と
解
す
見

解
が
あ
る
け
れ
ど
も
。
著
者
は
そ
れ
に
同
意
せ
ず
良
民
身
分
と
認
め
る
。
ヽ
徒
民
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に
件
う
計
口
授
田
に
つ
い
て
も
、
曹
魏
の
屯
田
制
に
類
す
る
と
み
る
見
解
を
批

　
　

判
し
て
基
本
的
に
州
郡
支
配
の
一
環
と
み
な
す
。
華
北
の
漢
人
豪
族
に
對
し
太

　
　

武
帝
は
大
々
的
に
北
魏
政
権
へ
の
吸
牧
を
圖
り
、
崔
浩
ら
は
推
學
に
努
め
た

　
　

が
、
國
史
事
件
（
4
5
0
）
に
よ
り
崔
浩
一
門
を
は
じ
め
清
河
崔
氏
と
姻
戚
関
係
に

　
　

あ
っ
た
諸
氏
族
ま
で
族
誄
の
對
象
と
な
り
、
雨
者
の
矛
盾
が
顕
在
化
す
る
に
至

　
　

っ
た
。
つ
い
で
過
渡
期
を
へ
て
北
魏
僣
制
の
完
成
期
を
迎
え
、
五
世
紀
末
文
明

　
　

太
后
を
主
導
者
と
し
て
著
名
な
均
田
・
三
長
制
等
の
施
行
を
み
る
。
著
者
は
こ

　
　

の
動
き
を
、
士
大
夫
層
の
指
導
す
る
華
北
郷
村
祀
會
の
共
同
盟
的
構
造
を
國
家

　
　

‐
柵
力
に
む
す
び
つ
け
て
僣
制
づ
け
よ
う
と
す
る
も
の
と
解
す
る
。
こ
の
値
制
は

　
　
　

「
異
民
族
政
権
の
古
拙
な
性
格
が
華
北
郷
村
吐
會
の
質
賓
さ
と
共
鳴
し
あ
う
場

　
　

所
に
構
想
さ
れ
た
」
。
堀
敏
一
氏
が
均
田
制
を
、
豪
族
に
よ
っ
て
主
宰
さ
れ
る

　
　

郷
村
の
共
同
値
的
機
能
を
國
家
が
代
行
す
る
穀
制
と
し
て
理
解
す
る
の
に
對

　
　

し
、
著
者
は
均
田
制
を
國
家
と
豪
族
の
對
立
関
係
に
お
い
て
把
え
る
こ
と
に
異

　
　

議
を
唱
え
、
む
し
ろ
郷
村
指
導
者
た
る
豪
族
（
士
大
夫
）
の
も
つ
日
常
的
倫
理

　
　

の
制
度
的
表
現
と
解
す
べ
き
だ
と
提
案
す
る
。

　
　
　

か
か
る
動
向
の
上
に
孝
文
帝
の
漢
化
政
策
が
展
開
す
る
。
こ
れ
は
北
魏
國
家

　
　

の
種
族
主
義
的
側
面
を
止
揚
し
、
一
個
の
普
遍
的
國
家
に
昇
華
せ
し
め
よ
う
と

　
　

す
る
も
の
で
あ
り
、
具
値
的
に
は
洛
陽
に
南
遷
し
て
漢
族
傅
統
の
門
閥
貴
族
制

　
　

を
採
用
し
、
言
語
・
風
俗
・
生
活
等
を
あ
げ
て
漢
風
に
同
化
せ
ん
と
し
た
。
セ

　
　

ソ
ピ
・
漢
族
を
通
じ
て
姓
族
の
段
階
付
け
を
行
な
い
、
職
員
令
以
下
選
叙
・
考

　
　

課
に
至
る
ま
で
詳
し
く
規
定
し
た
官
僚
制
を
採
用
し
、
士
庶
を
酉
別
し
さ
ら
に

　
　

士
人
を
も
門
閥
的
に
編
成
す
る
方
針
が
打
出
さ
れ
る
。
か
よ
う
に
孝
文
帝
が
門

　
　

閥
主
義
を
公
言
し
門
資
を
基
準
と
す
る
選
挙
制
を
容
認
し
よ
う
と
し
た
の
に
對

　
　

し
、
注
目
す
べ
き
は
富
時
の
漢
人
有
力
官
僚
李
沖
・
韓
顕
宗
ら
が
賢
才
主
義
を

一
一
一
。
主
張
し
門
閥
主
義
否
定
の
論
を
述
ぺ
た
こ
と
で
あ
る
・
か
れ
ら
は
漢
人
豪
族
の

出
身
で
父
胆
以
来
北
魏
王
朝
に
仕
え
、
王
朝
と
運
命
を
共
に
す
る
立
場
に
あ
・
つ

た
。
韓
顕
宗
は
首
都
洛
陽
で
四
民
の
雑
居
す
る
現
状
を
痛
烈
に
批
判
し
、
士
人

と
商
工
・
賤
民
の
異
居
を
強
調
す
る
如
く
、
士
庶
の
別
を
前
提
し
た
上
で
の
賢

才
主
義
で
あ
っ
た
が
、
李
沖
の
推
學
に
よ
り
寒
門
か
ら
政
界
に
条
進
せ
る
李
彪

等
が
生
れ
た
の
を
み
る
と
、
、
か
れ
ら
の
賢
才
主
義
が
一
定
の
成
果
を
牧
め
た
と

い
え
よ
う
。
宮
崎
市
定
氏
が
こ
の
問
題
に
つ
き
、
孝
文
帝
の
門
閥
制
擁
護
論
も

富
時
の
賞
情
に
照
せ
ば
止
む
を
得
な
い
も
め
で
、
士
庶
の
藻
別
を
強
調
す
る
韓

顕
宗
の
立
場
も
そ
の
基
底
に
お
い
て
孝
文
帝
の
そ
れ
と
一
聯
の
も
の
と
解
さ
れ

た
の
に
對
し
、
著
者
は
士
族
内
部
の
門
地
の
高
低
を
重
硯
す
る
か
否
定
す
る
か

の
差
に
重
要
な
意
義
を
認
め
反
論
を
加
え
て
い
る
。

　

洛
陽
遷
都
後
は
漢
族
・
北
族
と
も
に
仕
官
有
資
格
者
が
漸
増
し
、
特
に
武
功

に
よ
る
出
世
の
困
難
に
’
な
っ
た
羽
林
・
武
責
等
北
族
軍
士
の
人
事
停
滞
の
不
満

が
爆
裂
し
た
の
に
對
處
し
て
、
崔
亮
の
停
年
格
と
い
う
年
功
序
列
制
が
採
用
さ

れ
た
。
崔
亮
の
意
識
に
は
門
の
外
に
才
な
し
と
い
う
門
閥
主
義
が
根
強
く
存
し

た
が
、
機
械
的
年
功
昇
進
の
制
度
は
、
門
資
に
よ
る
貴
族
的
人
事
に
重
大
な
抑

制
を
加
え
る
と
同
時
に
。
賢
才
登
用
の
理
念
を
も
否
定
す
る
結
果
を
も
た
ら
し

た
。
や
が
て
北
鎖
の
動
乱
以
後
北
魏
が
倒
れ
東
西
魏
に
分
裂
す
る
中
で
、
東
魏

の
高
歓
は
賢
才
主
義
を
基
本
方
針
と
し
、
西
魏
の
宇
文
泰
も
有
名
な
六
條
詔
書

に
擢
賢
良
の
狽
を
お
き
官
吏
登
用
に
門
地
で
は
な
く
人
材
を
と
る
べ
き
を
明
確

に
打
出
し
た
。
か
よ
う
に
孝
文
朝
で
は
一
部
の
臣
下
の
側
か
ら
唱
え
ら
れ
た
賢

才
主
義
の
主
張
が
、
こ
こ
で
は
主
権
者
の
側
か
ら
積
極
的
に
鼓
吹
さ
れ
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
隋
唐
の
科
皐
刃
理
念
に
つ
ら
な
る
志
向
を
認
め
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
で
北
魏
國
家
は
北
鎮
に
起
っ
た
反
胤
を
契
機
に
解
豊
し
て
ゆ
く
が
、

こ
の
胤
で
露
呈
さ
れ
た
諸
矛
盾
は
北
族
支
配
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
か
か
お
る
。
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1
0
6

　

セ
ソ
ピ
軍
士
は
華
北
の
要
地
に
駐
屯
し
鏝
軍
と
し
て
支
配
の
爪
牙
を
な
し
て
い

　
　

た
。
銀
は
後
に
は
州
と
併
存
し
さ
ら
に
州
に
改
め
ら
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た

　
　

が
、
柔
然
等
と
對
峙
す
る
北
逡
の
諸
鏝
は
最
後
ま
で
銀
の
ま
ま
で
お
か
れ
た
。

　
　

逡
防
の
重
任
に
富
っ
た
銀
の
軍
士
は
本
来
光
条
あ
る
役
目
で
、
宗
室
を
銀
将
に

　
　

い
た
だ
き
高
門
の
子
弟
が
多
く
こ
れ
に
充
て
ら
れ
、
仕
官
の
道
も
開
け
冤
役
の

　
　

特
権
を
具
え
ら
れ
て
い
た
。
徒
民
さ
れ
た
漢
人
士
族
ら
が
世
襲
的
に
鏝
に
配
さ

　
　

れ
軍
士
に
あ
て
ら
れ
る
者
も
多
か
っ
た
が
い
ず
れ
も
良
家
の
子
弟
で
あ
っ
た
。

　
　

と
こ
ろ
が
遷
洛
以
降
逡
防
は
ま
す
ま
す
軽
ん
ぜ
ら
れ
、
流
罪
人
が
銀
兵
に
あ
て

　
　

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
奮
来
の
軍
士
も
銀
将
ら
の
聚
斂
に
あ
い
牧
奪
酷
使
さ
れ

　
　

る
だ
け
で
府
戸
と
し
て
身
分
的
に
賤
硯
さ
れ
る
に
至
り
悲
憤
の
境
に
沈
ん
で
い

　
　

た
。
反
気
の
起
る
直
前
に
李
崇
が
銀
を
州
郡
に
改
め
か
れ
ら
を
州
麻
民
な
み
に

　
　

扱
え
と
上
申
し
た
が
き
き
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
正
光
五
年
（
5
2
4
）
沃
野
銀
の

　
　

破
落
汗
抜
陵
が
銅
将
を
殺
し
て
叛
旗
を
ひ
る
が
え
し
、
勅
勒
（
テ
‘
ル
ク
）
を

　
　

も
ま
き
こ
む
に
及
び
、
驚
愕
し
た
朝
廷
は
銀
民
解
放
の
詔
を
下
し
銀
を
州
に
改

　
　

め
、
州
銀
の
軍
貫
に
傷
す
者
は
犯
罪
に
よ
り
配
流
さ
れ
た
者
を
除
き
、
す
べ
て

　
　

解
放
し
て
一
般
民
と
同
じ
に
扱
う
こ
と
と
し
、
義
勇
軍
を
結
成
し
て
開
朧
の
反

　
　

乱
討
伐
に
富
ら
せ
よ
う
と
し
た
が
時
す
で
に
遅
く
反
気
は
全
華
北
に
披
大
し
て

　
　

い
っ
た
。
す
な
わ
ち
西
方
の
莫
折
念
生
・
萬
侯
醜
奴
ら
が
こ
れ
に
呼
悳
し
、
南

　
　

下
し
た
諸
軍
は
曲
折
を
へ
て
杜
洛
周
・
鮮
于
脩
磯
・
葛
柴
に
引
き
つ
が
れ
華
北

　
　

主
要
部
を
席
捲
し
て
、
黄
巾
の
気
以
後
最
大
の
民
衆
動
乱
と
な
っ
た
。
敷
年
の

　
　

内
に
こ
の
気
は
山
西
の
契
胡
の
酋
長
爾
来
柴
の
手
で
牧
束
さ
れ
、
や
が
て
爾
朱

　
　

氏
の
配
下
の
高
欲
（
懐
朔
銀
出
身
）
・
宇
文
泰
（
武
川
銀
出
身
）
ら
が
軍
閥
政

　
　

槽
を
分
立
す
る
形
勢
と
な
る
。
か
よ
う
に
北
銀
の
気
は
、
北
魏
國
家
の
柱
石
た

　
　

る
戦
士
集
團
が
中
央
政
府
の
麦
質
に
よ
っ
て
疎
外
さ
れ
か
れ
ら
の
本
来
の
福
利

　
　

す
ら
無
賞
化
さ
れ
た
こ
と
へ
の
怒
り
に
衰
し
、
本
来
の
僣
制
へ
の
復
飾
を
目
指

す
運
動
と
し
て
お
こ
さ
れ
た
。
著
者
は
北
逡
六
鏝
に
最
も
す
る
ど
く
あ
ら
わ
れ

た
右
の
矛
盾
が
、
賞
は
華
北
の
要
地
に
廣
く
分
布
す
る
州
銀
の
「
城
民
」
に
共

通
の
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
城
民
は
城
内
の
人
を
い
う
普
通

名
詞
で
あ
る
が
、
特
に
北
族
軍
士
と
漢
人
豪
族
の
子
弟
で
軍
務
に
充
て
ら
れ
た

者
を
主
頒
と
す
る
諸
州
鋼
の
住
民
を
指
す
と
解
さ
れ
、
か
れ
ら
こ
そ
一
般
州
郡

民
（
土
民
）
と
厘
別
さ
れ
た
所
の
北
魏
國
家
の
軍
事
力
の
据
い
手
で
あ
っ
た
。

孝
文
帝
時
代
に
槽
臣
李
沖
が
、
北
涼
の
遺
民
で
徒
さ
れ
て
城
民
と
な
っ
て
い
た

士
族
の
子
孫
を
同
郷
の
開
係
か
ら
救
済
に
努
め
任
官
さ
せ
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ

て
傅
わ
る
よ
う
に
、
か
れ
ら
は
一
般
に
世
襲
的
に
饌
に
所
属
さ
せ
ら
れ
、
鋼
将

・
刺
史
に
率
い
ら
れ
た
鋼
軍
・
州
軍
を
構
成
し
、
華
北
支
配
を
冑
現
す
る
中
核

勢
力
を
な
し
て
い
た
。
南
遷
し
て
髪
質
し
た
北
魏
朝
を
打
倒
し
、
東
西
魏
以
降

の
新
政
権
を
自
ら
の
代
表
と
し
て
う
ち
た
て
た
の
は
基
本
的
に
か
れ
ら
城
民
の

力
で
あ
っ
た
。

　

魏
末
の
内
乱
時
代
に
漢
人
諸
豪
族
が
組
織
し
た
武
力
集
團
で
あ
る
郷
兵
の
果

し
た
役
割
は
、
つ
と
に
演
口
重
國
氏
に
よ
り
西
魏
の
府
兵
制
の
源
流
と
し
て
注

目
さ
れ
た
。
菊
池
英
夫
氏
は
北
朝
の
郷
兵
を
唐
末
五
代
の
私
兵
等
と
對
比
し
て

論
じ
、
王
朝
が
軍
事
的
財
政
的
弱
僣
を
カ
ヴ
″
Ｉ
す
る
た
め
豪
族
の
率
い
る
郷

兵
を
公
認
し
、
流
民
安
定
・
治
安
維
持
を
圓
っ
て
そ
れ
を
准
國
軍
扱
い
し
、
そ

れ
に
感
じ
て
郷
兵
統
率
者
た
る
豪
族
層
も
王
朝
の
寄
生
官
僚
化
し
て
い
っ
た
と

見
通
し
た
。

　

従
来
の
兵
制
史
の
覗
角
か
ら
な
さ
れ
た
郷
兵
の
研
究
に
あ
き
た
ら
ぬ
著
者

は
、
在
地
の
秩
序
維
持
者
で
あ
る
郷
兵
統
率
者
の
立
場
を
積
極
的
に
評
價
し
、

郷
兵
集
團
に
貴
族
制
の
危
機
を
救
お
う
と
す
る
郷
村
の
歴
史
的
姿
を
見
出
す
。

望
族
の
郷
帥
が
果
し
た
歴
史
的
役
割
は
、
寄
生
的
官
僚
と
な
っ
て
郷
村
を
離
脱

す
る
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
新
た
な
る
結
合
様
式
に
よ
っ
て
郷
村
を
把
握
し
な
お
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し
た
こ
と
口
方
に
求
め
ら
れ
よ
う
と
著
者
は
論
ず
る
。
豪
族
が
自
ら
財
を
散
じ

卒
募
し
た
募
兵
集
團
は
場
合
に
よ
り
義
徒
・
義
衆
な
ど
と
も
呼
ば
れ
る
が
、
三

十
除
例
に
及
ぶ
ケ
ー
ス
を
丹
念
に
検
討
し
た
著
者
は
、
富
代
の
郷
兵
集
團
を
構

成
す
る
諸
階
層
が
門
閥
主
義
的
身
分
秩
序
を
否
定
す
る
方
向
で
相
互
に
結
び
合

っ
て
い
た
と
認
め
、
潮
海
の
高
乾
配
下
の
無
頼
の
壮
丁
あ
が
り
の
東
方
老
が
後

に
戦
功
で
太
守
・
刺
史
・
都
督
に
進
み
士
族
と
肩
を
並
べ
た
よ
う
な
具
豊
例
を

指
摘
す
る
。
動
乱
時
代
に
募
格
に
よ
り
戦
功
あ
る
兵
士
に
し
ば
し
ば
授
官
さ
れ

た
傾
向
と
あ
わ
せ
て
、
賤
民
化
の
契
機
を
一
般
に
は
ら
ん
で
い
た
六
朝
の
兵
士

に
も
解
放
を
迎
え
る
時
期
が
お
と
ず
れ
た
。
宇
文
泰
政
権
に
よ
る
郷
兵
の
國
軍

化
（
5
4
3
）
は
、
鋼
兵
と
郷
兵
雨
者
の
結
合
を
象
徴
す
る
劃
期
と
し
て
右
述
の
動

向
の
中
で
理
解
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

か
く
し
て
生
ま
れ
た
東
魏
・
北
斉
政
槽
の
展
開
を
北
族
・
漢
族
の
相
開
々
係

を
軸
に
通
観
し
た
著
者
は
、
北
族
の
政
治
的
イ
ユ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
高
く
評
價
す

る
内
田
吟
風
・
守
屋
美
都
雄
氏
ら
の
見
解
と
、
他
方
で
漢
人
貴
族
の
優
位
を
説

く
宮
川
筒
志
氏
ら
の
観
鮨
を
綜
合
し
て
そ
の
賞
態
に
迫
る
。
す
な
わ
ち
高
歓
の

部
下
の
武
将
を
中
心
と
す
る
成
上
り
の
勣
貴
だ
ち
と
、
漢
族
出
身
の
傅
統
的
貴

族
層
の
雨
者
の
對
立
が
富
代
政
治
史
の
基
軸
を
な
し
て
お
り
、
後
者
（
代
表
楊

憶
）
の
支
持
を
得
て
高
洋
（
文
宣
帝
）
の
北
斉
朝
建
設
が
賓
現
し
た
。
文
宣
帝

の
死
後
一
年
齢
の
孝
昭
帝
に
よ
る
勣
貴
勢
力
と
結
ぶ
巻
返
し
が
あ
っ
た
も
の

の
、
武
成
帝
以
降
は
恩
倖
の
和
士
開
ら
と
漢
人
貴
族
胆
挺
ら
が
帝
権
強
化
に
つ

と
め
て
勣
貴
及
び
そ
れ
と
提
携
す
る
諸
層
を
排
除
し
、
途
に
は
名
将
解
律
光
を

殺
し
恩
倖
勢
力
に
よ
る
漢
人
官
僚
誄
滅
事
件
な
ど
を
経
て
北
斉
の
滅
亡
を
迎
え

る
。
か
よ
う
に
東
魏
・
北
斉
政
権
が
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
コ
ー
ス
を
た
ど
っ
た
に
對

し
、
西
魏
・
北
周
政
権
は
虜
姓
再
行
に
象
徴
さ
れ
る
セ
ン
ピ
の
部
族
共
同
値
へ

1
0

　

の
擬
制
的
復
飾
と
、
周
膿
の
採
用
や
六
條
詔
書
に
み
ら
れ
る
漢
族
の
傅
統
と
の

融
合
を
賓
現
し
新
し
い
儒
制
へ
の
コ
１
ス
を
切
開
い
た
の
で
あ
る
。
五
胡
政
権

で
は
血
縁
の
あ
る
宗
室
に
閉
鎖
的
に
握
ら
れ
て
い
た
兵
槽
が
、
北
周
で
は
過
半

異
姓
の
柱
國
が
軍
隊
を
統
領
し
た
如
く
、
薔
来
の
血
縁
に
よ
る
秩
序
原
理
の
克

服
が
見
ら
れ
、
隋
唐
へ
の
つ
な
が
り
が
み
と
め
ら
れ
る
。

　

周
か
ら
隋
へ
の
王
朝
交
代
は
周
知
の
如
く
、
外
戚
楊
堅
が
幼
帝
の
死
の
直
後

権
力
を
掌
握
し
て
譲
位
を
か
ち
と
る
形
で
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
際
小
御
正
下
大

夫
劉
訪
・
内
史
上
大
夫
鄭
譚
ら
が
幼
帝
の
遺
詔
を
偏
作
し
た
査
策
が
具
っ
て
力

あ
っ
た
。
王
言
を
掌
る
官
で
あ
っ
た
ら
し
い
劉
・
鄭
ら
の
一
味
は
漢
人
名
家
の

出
身
で
周
帝
の
寵
臣
で
あ
っ
た
に
か
か
わ
ら
ず
。
隋
受
禰
へ
の
道
な
ら
し
の
役

割
に
任
じ
た
。
そ
こ
に
門
閥
貴
族
制
の
頑
癈
を
著
者
は
漬
み
と
っ
て
い
る
。
隋

初
の
政
界
で
は
劉
・
鄭
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
そ
の
利
己
的
處
世
の
故
に
程
な
く
権

力
の
座
か
ら
逐
わ
れ
、
新
た
に
高
順
に
代
表
さ
れ
る
新
貴
族
官
僚
が
開
皇
の
治

を
築
い
て
ゆ
く
。
か
れ
ら
は
門
閥
的
背
景
が
稀
薄
で
責
務
に
長
じ
強
い
忠
誠
心

を
も
つ
官
僚
で
あ
っ
た
。
隋
唐
支
配
庸
の
中
核
を
形
作
る
開
朧
集
團
（
陳
寅
恪

氏
の
用
語
）
は
大
儒
に
お
い
て
高
顕
ら
を
包
含
し
、
教
養
士
大
夫
た
る
鮎
で
は

薔
来
の
門
閥
貴
族
と
共
通
し
な
が
ら
、
文
武
兼
備
・
具
率
勇
敢
・
民
衆
と
遊
離

せ
ぬ
生
活
感
情
等
の
新
し
い
性
格
を
示
し
て
い
る
。

　

以
上
本
書
を
讃
ま
れ
た
方
に
は
無
く
も
が
な
の
蕪
雑
な
紹
介
を
し
て
き
た

が
、
生
硬
な
原
文
引
用
を
避
け
著
者
の
こ
と
ば
で
く
ま
な
く
叙
述
さ
れ
て
い
る

本
書
は
、
日
本
の
東
洋
史
の
研
究
書
に
は
む
し
ろ
稀
な
通
漬
へ
の
配
慮
の
ゆ
き

屑
い
た
本
で
あ
る
。
本
来
史
學
の
本
流
で
あ
る
べ
き
な
の
に
わ
が
中
國
史
學
界

で
は
甚
だ
未
熟
な
政
治
史
に
取
組
ん
だ
一
個
の
好
範
例
と
し
て
、
本
書
の
意
義

は
ま
こ
と
に
大
き
い
上
に
、
論
を
タ
イ
ト
ル
に
も
つ
こ
の
専
書
は
あ
る
意
味
で

研
究
史
上
の
總
決
算
を
な
し
て
い
る
。
隋
唐
朝
の
成
立
に
つ
い
て
は
一
九
四
〇

年
代
に
公
刊
さ
れ
た
陳
寅
恪
氏
の
「
唐
代
政
治
史
述
論
稿
」
「
隋
唐
制
度
淵
源

-

― 107



似
一

　

略
論
稿
」
（
共
に
近
刊
「
陳
寅
恪
先
生
論
集
」
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所

　
　

特
刊
之
三
、
蚕
北
、
一
九
七
一
所
収
）
雨
著
が
、
今
日
に
至
る
ま
で
最
大
の
影

　
　

響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
帝
室
及
び
臣
僚
の
種
族
的
・
地
方
的
オ
リ
ジ
ン
の
解
明

　
　

な
ら
び
に
隋
唐
朝
の
に
な
い
手
開
朧
集
團
の
指
摘
、
隋
唐
國
制
の
系
統
論
い
ず

　
　

れ
も
我
々
の
歴
史
像
の
要
素
と
し
て
活
き
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ

　
　

る
。
近
年
の
布
目
潮
颯
氏
の
「
隋
唐
史
研
究
」
の
よ
う
に
上
層
官
人
の
出
自
・

　
　

経
歴
を
追
求
す
る
手
法
も
陳
氏
の
論
を
登
展
さ
せ
、
政
治
史
の
理
解
を
ゆ
た
か

　
　

に
し
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
に
對
し
谷
川
氏
の
論
に
は
本
質
的
な
硯
角
の
特
換
が
あ

　
　

る
と
い
え
よ
う
。
陳
氏
が
帝
室
・
相
将
の
系
譜
や
王
朝
の
支
配
制
度
を
つ
き
つ

　
　

め
て
い
っ
た
の
に
比
し
、
本
書
で
は
北
方
遊
牧
民
の
部
族
共
同
服
と
漢
人
豪
族

　
　

の
郷
村
共
同
盟
の
相
互
開
係
を
追
求
し
、
両
者
の
統
一
の
契
機
を
考
え
る
。
著

　
　

者
の
論
が
戦
後
西
嶋
定
生
・
噌
淵
龍
夫
・
木
村
正
雄
氏
ら
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ

　
　

た
（
秦
漢
）
’
中
國
古
代
國
家
成
立
論
に
朧
妾
さ
れ
た
側
面
を
有
す
る
鮎
は
明
ら

　
　

か
で
あ
る
。
し
か
し
両
者
は
決
し
て
軍
純
な
類
比
を
許
さ
ぬ
異
質
な
構
造
を
も

　
　

つ
よ
う
に
見
え
る
。
本
書
を
通
観
す
る
と
、
内
藤
虎
次
郎
氏
の
講
義
「
中
國
中

　
　

古
の
文
化
」
に
始
ま
り
岡
崎
文
夫
氏
の
「
魏
晋
南
北
朝
通
史
」
と
い
う
古
典
的

　
　

記
念
塔
を
へ
て
、
一
方
で
「
中
國
中
世
史
の
領
域
」
を
さ
ぐ
る
宇
都
宮
清
吉
氏

　
　

の
史
論
と
、
他
方
宮
川
向
志
・
宮
崎
市
定
・
川
勝
義
雄
氏
ら
に
よ
る
時
代
史
把

　
　

握
の
分
業
深
化
を
た
ど
っ
て
き
た
わ
が
國
の
六
朝
史
研
究
の
流
れ
が
、
こ
こ
に

　
　

新
た
な
展
開
を
示
す
こ
と
に
何
人
も
感
銘
を
曼
え
る
で
あ
ろ
う
。
著
者
の
膜
角

　
　

と
方
法
の
狸
自
性
が
際
立
っ
て
い
る
だ
け
に
、
中
國
中
世
史
像
に
収
斂
し
て
ゆ

　
　

く
そ
の
歴
史
斂
述
に
及
ぼ
す
學
問
的
地
盤
の
傅
統
の
強
さ
を
痛
感
す
る
。
六
朝

　
　

時
代
を
中
心
と
す
る
中
國
中
世
に
「
自
律
性
」
と
い
う
時
代
核
を
措
定
さ
れ
た

　
　

宇
都
宮
氏
の
立
場
と
、
民
衆
の
自
由
の
攘
大
、
賤
民
か
ら
自
由
民
へ
、
部
族
共

　
　

同
値
と
豪
族
指
導
下
の
郷
蕪
共
同
値
の
止
揚
の
上
に
立
つ
新
貴
族
主
義
の
國
家

共
同
腰
と
い
っ
た
シ
’
Ｉ
マ
を
描
か
れ
る
本
書
の
間
に
は
、
人
間
の
自
由
に
價

値
の
根
源
を
お
く
と
い
う
本
質
的
な
勲
で
共
通
な
志
向
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
さ

ら
に
例
え
ば
、
符
堅
が
諌
言
を
い
れ
て
寵
愛
者
を
放
出
し
珠
簾
を
撤
去
し
た
こ

と
か
ら
、
彼
に
強
い
自
制
心
が
働
い
て
い
た
と
さ
れ
、
又
暴
君
と
し
て
名
高
い

北
斉
の
文
宣
帝
に
つ
い
て
そ
の
酒
気
・
肆
虐
の
行
焉
が
印
位
後
五
年
た
っ
て
か

ら
現
れ
、
彼
を
諌
め
た
常
山
王
に
對
し
「
お
前
が
わ
し
の
位
置
に
あ
っ
た
ら
、

お
前
だ
っ
て
同
じ
こ
と
だ
ろ
う
」
と
述
懐
し
た
鮎
な
ど
か
ら
、
そ
の
兇
暴
は
彼

の
熱
情
と
員
摯
さ
が
間
中
征
服
の
で
き
ぬ
た
め
に
抑
屈
さ
れ
た
結
果
と
推
測
さ

れ
、
或
い
は
隋
初
の
高
岡
の
至
公
の
立
場
を
強
調
さ
れ
る
如
き
、
支
配
者
に
對

し
て
す
ら
人
間
の
内
面
を
重
硯
し
そ
の
動
機
に
共
感
を
失
な
わ
れ
て
い
な
い
所

に
、
顔
之
推
に
打
こ
み
彼
の
心
の
ひ
だ
に
ま
で
肉
薄
さ
れ
る
宇
都
宮
氏
の
史
風

と
の
類
似
が
う
か
が
わ
れ
る
。
か
よ
う
に
本
書
の
基
底
に
岡
崎
・
宇
都
宮
氏
の

流
れ
を
感
ず
る
筆
者
は
、
同
時
に
著
者
と
中
國
中
世
史
研
究
會
の
密
接
な
開
係

に
も
注
目
せ
ず
に
い
ら
れ
な
い
。
谷
川
‘
川
勝
氏
を
園
ん
で
十
数
年
来
着
賓
に

六
朝
隋
唐
史
に
取
組
ん
で
き
た
こ
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
、
そ
の
共
同
の
成
果
と

し
て
「
中
國
中
世
史
研
究
」
（
一
九
七
〇
）
を
世
に
問
う
た
こ
と
は
周
知
の
通

り
で
あ
る
。
十
名
以
上
の
同
學
が
個
別
研
究
を
深
め
つ
つ
相
互
に
交
流
し
て
ゆ

く
う
る
わ
し
い
姿
が
そ
こ
に
見
ら
れ
、
谷
川
氏
の
個
性
的
な
對
象
へ
の
と
り
く

み
も
こ
の
會
を
濾
過
す
る
こ
と
に
よ
り
一
層
洗
練
さ
れ
又
き
び
し
い
も
の
と
な

っ
て
い
る
と
み
て
決
し
て
不
富
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
研
究
組
織
を

は
ぐ
く
ん
だ
こ
と
も
著
者
の
目
に
見
え
ぬ
功
績
で
あ
り
、
本
書
に
對
す
る
継
承

と
批
判
が
こ
の
「
中
國
中
世
史
研
究
」
に
結
集
し
て
い
る
と
も
い
え
る
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
は
個
別
研
究
を
全
構
造
的
連
関
に
お
い
て
追
求
す
る
姿
勢
が
全
篇

に
み
な
ぎ
っ
て
い
る
鮎
に
、
著
者
の
學
問
の
強
い
感
化
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
。
著
者
ら
の
中
國
中
世
史
論
を
め
ぐ
っ
て
は
中
國
史
の
健
系
的
把
握
を
め
ざ
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す
多
く
の
研
究
者
に
よ
り
討
議
が
績
け
ら
れ
、
學
界
の
問
題
関
心
の
一
焦
鮎
を

な
し
て
き
た
が
、
公
式
論
で
は
な
く
複
雑
多
様
な
政
治
史
の
過
程
に
き
り
こ
み

そ
の
服
絡
に
浴
っ
て
論
旨
を
築
い
て
ゆ
く
著
者
の
歴
史
家
と
し
て
の
態
度
に
は

學
ば
る
べ
き
も
の
が
多
い
。

　

最
後
に
本
書
の
提
出
す
る
今
後
の
課
題
の
二
三
に
つ
い
て
考
え
て
み
ょ
う
。

白
鳥
庫
吉
氏
の
南
北
民
族
對
立
観
以
来
漢
族
と
北
族
の
開
係
が
常
に
武
力
對
峙

・
交
易
・
戦
孚
・
征
服
・
同
化
と
い
っ
た
力
の
次
元
で
論
ぜ
ら
れ
て
き
た
の
に

對
し
、
著
者
が
提
出
し
た
部
族
共
同
値
・
郷
村
共
同
鰹
の
開
係
論
は
全
く
新
た

な
辰
野
を
開
く
も
の
で
あ
る
。
た
だ
北
族
部
族
員
の
自
由
な
値
制
が
本
書
の
基

調
に
主
旋
律
と
し
て
響
き
な
が
ら
、
そ
の
具
値
像
は
あ
ま
り
説
明
さ
れ
て
い
な

い
。
セ
ソ
ピ
人
の
氏
族
の
内
部
構
造
や
氏
族
・
部
族
・
部
落
大
人
・
拓
祓
皇
帝

の
関
係
を
ど
う
理
解
し
部
族
組
織
と
國
家
の
有
機
的
開
係
を
ど
う
把
握
し
た
ら

よ
い
か
、
な
お
多
く
が
今
後
の
研
究
に
残
さ
れ
て
い
る
。
テ
ュ
ル
ク
以
後
と
違

い
自
身
の
残
し
た
文
字
資
料
を
峡
く
北
族
の
研
究
の
困
難
は
い
う
ま
で
も
な
い

が
、
こ
の
分
野
の
認
識
が
た
か
ま
ら
な
け
れ
ば
北
族
の
自
由
は
い
つ
ま
で
も
論

理
的
要
請
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
鮎
で
内
田
吟
風
・
船
木
勝
馬
氏

ら
に
よ
る
賓
詮
的
研
究
や
匈
奴
・
突
願
の
國
家
構
造
を
追
求
す
る
護
雅
夫
氏
の

方
法
な
ど
は
貴
重
な
条
養
源
で
あ
る
。
又
北
朝
に
お
け
る
セ
ソ
ピ
の
活
動
が
例

え
ば
軍
除
の
胱
令
が
セ
ｙ
ピ
語
で
な
さ
れ
た
如
く
、
特
に
軍
事
面
に
根
強
く
生

き
て
い
て
隋
唐
初
に
ま
で
及
ぶ
が
、
制
度
や
生
活
の
セ
ソ
ピ
的
側
面
の
賓
相
を

ほ
り
お
こ
し
て
ゆ
く
こ
と
も
富
代
の
胡
漢
融
合
の
貰
情
を
知
る
に
峡
か
せ
ぬ
作

業
と
な
る
。

　

次
に
漢
人
豪
族
に
つ
い
て
は
、
著
者
は
か
れ
ら
の
在
地
に
お
け
る
主
値
的
あ

り
方
を
文
化
・
精
御
史
的
領
域
に
ま
で
ふ
み
こ
ん
で
追
求
し
「
北
朝
貴
族
の
生

活
倫
理
」
（
中
國
中
世
史
研
究
所
牧
）
な
ど
を
妾
表
さ
れ
て
お
り
、
固
有
の
政

治
史
か
ら
對
象
を
披
げ
て
ゆ
か
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
。
歴
史
の
總
合
的
把
握
を
志

向
す
る
著
者
に
は
必
然
の
あ
ゆ
み
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
五
胡
北
朝
史
の
主
要
な

研
究
の
方
向
が
兵
制
・
役
制
・
賤
民
身
分
制
を
中
心
と
す
る
演
口
重
國
氏
の
業

績
を
は
じ
め
制
度
史
に
重
鮎
の
お
か
れ
て
き
た
情
況
か
ら
す
る
と
、
そ
れ
ら
制

度
史
の
研
究
者
が
本
書
の
構
想
に
蛍
し
夫
々
の
立
場
か
ら
問
題
を
出
し
て
ゆ
く

こ
と
が
ま
ず
期
待
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
漬
口
氏
の
提
出
さ
れ
た
隋
の

中
央
集
権
・
君
槽
強
化
と
谷
川
氏
の
所
論
に
架
橋
す
る
だ
け
で
も
容
易
な
ら
ぬ

努
力
を
要
す
る
。
國
制
史
と
政
治
史
の
對
話
を
促
す
機
運
を
本
書
は
も
た
ら
し

て
ほ
し
い
。
そ
し
て
隋
唐
帝
國
形
成
史
論
に
と
り
南
朝
の
に
な
う
役
割
の
検
討

も
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
さ
ら
『
に
人
民
の
生
産
に
印
し
た
下
部
構
造
論
と
の
總

合
が
な
お
手
を
つ
け
ら
れ
ず
に
賤
さ
れ
て
い
る
。

　

本
書
は
著
者
の
史
観
が
結
晶
し
た
完
成
度
の
高
い
著
作
と
見
ら
れ
、
救
べ
ら

れ
た
範
囲
で
先
行
學
説
の
吟
味
や
史
料
の
検
討
も
周
到
で
あ
り
、
全
値
に
誤
植

さ
え
殆
ど
留
め
な
い
（
例
外
と
し
て
二
六
七
頁
一
一
行
の
孝
文
帝
は
孝
武
帝
、

二
七
四
頁
四
行
の
楊
逞
は
楊
惟
）
。
特
に
行
論
が
文
學
的
表
現
に
富
み
形
而
上

的
登
想
の
加
わ
る
鮎
で
、
一
般
の
東
洋
史
の
本
と
は
選
を
異
に
す
る
。
筆
者
は

も
と
よ
り
五
胡
北
朝
史
に
く
ら
い
上
に
理
論
的
素
養
に
乏
し
い
の
で
、
本
書
の

紹
介
に
富
る
に
は
甚
だ
不
適
任
を
冤
れ
ぬ
。
富
然
論
ず
べ
き
著
者
の
共
同
値
論

の
理
論
的
背
景
や
國
家
論
の
位
置
付
け
な
ど
に
全
く
ふ
れ
得
な
い
の
は
讃
者
に

對
し
て
も
相
済
ま
ぬ
次
第
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
然
る
べ
き
方
々
に
よ
り
果
さ

れ
る
の
を
待
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
池
田

　

温
）
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